Katholieke Universiteit Leuven, Belgium(FROM ABROAD) by 布施,晃 & FUSE,Akira
1982J，112，.111，58〔千葉医学 
〔海外だよち〉 ベルギー・ルーペン大学よち
ベルギーは今9月末，短い秋の真盛りです。郊外の牧
場や街中の公醤の湖畔に沿った高いポプラ並木は既に黄
葉し，時折担法しい秋の日差しiこ輝いていたその黄金
も，すぐに降9出す時雨に打たれ，もう大半を敷石の上 
iこ落しています。愁いを含んだ北国の秩の嵐と戯れ，赤
いレンガの街中を踊りまわる落葉が姿を請すと，鉛色の
重い雲が抵く垂れ込める，長く暗い冬の始まりです。
しかし，この古色蒼然とした街に古里や旅1かち戻~ ， 
街角や古市場の周辺の酒場iこ学生達が集まり出すのも
又， この季第です。 300種を越えるというこの国のビー
ルの気に入った蕗柄 (100-200円〉を飲み，夜中迄騒ぐ
後らの声は，むしろ楽しい雰密気を与えてくれます。
ノレーベン市〈英語と仏語で Leuvain，欝語 Leuven)
はブリユツセノレよヲ東方約30kmに位置する， ヨーロツ
パで、も最も古い大学街の一つです。この国の複雑で深刻
な言語・民族の色分けに従うと，北部ゲルマン系フラマ
ン人(オランダ語〉地域(人口の55%) fこ震している。
高部ラテン系ワロン人〈フランス語)地域とほぼ冨を 2
分する形となっています。この分極化はあらゆる社会事
象に影響を及ぼし，言語戦争として名高いものです。筆
者の属するルーベン大学 (KatholiekeUniversiteit 
Leuven) も 1960年代の高揚した学醤紛争時にはこの言
語戦争の象徴と化し，やがて両民族関の対立に発展し，
内閣の解散，新大学の強立(フランス語系， Universite 
Catholique de Leuvain)という前代未開の事態となっ
ています。その紛争当時の落書きは今も街中に残ってお
り〈残しているわ， 問題が全く解決されずに継続して
いることを暗示しています。分裂前，ルーペン大学の教
授は蘭仏独英の 4ヶ国で授業が出来ることが要求された
そうです。現在この冨の公吊語はオランダ語とフランス
語〈一部ドイツ語を使用する地域もある〉ですが，ワロ
ン系の人はフランス人と同様に他冨語(?)を話さない
ようですが，フラマン系の人は蘭仏のほかに英語，独語
を話す人が多く，世界でも珍しく 4ヶ国語に堪能な人語
となっています。両民族関の勢力は経済構造の変化〈石
炭・鉄→石油化学)~こ伴い，北部フラマン系の力が増し
つつあるようです。護雑立言語戦争の例をあげると， ド
イツよ歩鉄道でベルギーへ入ると車掌の話しかける言葉
が Bitte(独)， Sil voむsplait (仏)， Alstublieft (膏)， 
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Sil vous plait，Alstublieftとブリユツセノレを通り過ぎ
る迄の 3時間半の需にこのように変化するのです。冨会
の議論はお互い自分の民族の言葉で話すそうで，相手の
言葉が話せても口にしないとのことです。首相や国王の
挨拶や記者会見は両国語で行うのですが，この}I頂序がま
た大詰題となるのです。首都ブワュッセルは 2ヶ国語併
用地域ですので，町名，街路名および標識等は薦仏併記
となっていますが， 2ヶ国語関に全く共通性のない場
合も多く，道などを尋ねても，たとえその場所が近く
に存在していてもわからない場合や，尋ねた程手によっ
ては意識的に答えないということもあるそうです。フラ
ンス冨境近くに Monsという大きな町がありますが，
この地をフラマン系の人は Bergenと呼ぶのです。 Ge-
nt (Gand)，Luik (Liege)，Antwerpen (Anvers)ー
カッコ内がフランス語ーなどのように多くの町が別の名
を持ち，更に足立の英語名及び独語名を持つという複雑さ
です。最近のワロン系・フラマン系の再民族の子供達は
外国語としてお互いの言葉よりも英語を勉強する傾向が
強く， 20年後には再民族が英語という外国語でしかお互
いの意志を通ずることが出来ないという，立んとも滑稽
というか悲しいというか，複雑な将来が予想されている
のです。筆者の関連分野の国内の学会が来年1月に行わ
れますが，サーキュラーなどは欝仏併記で書かれていま
すが会議は英語で行うそうで，援にそのような傾向が始
まっているようです。筆者がこの便ヲを執筆中に盟会が
解散しましたが，その前後のワロン・フラマンの対立は
議論というよりも感構剥出しの'増悪に講ちた喧嘩といっ
た印象を持ちました。この小国内の抗争は第 3者iこはな
んとも騎iこ落ちないもので， 2つの国に分裂したらとも
思うのですが，ワロンはフランスとの併合を希望して袖
にされ，北のフラマンはオランダのプロテスタントと相
容れず，壁かにカソリックというところでお互い認め合
っているようです。複雑な塵史を考えると，知悉しても
いない第三者が安易な意見を述べてもなんの解決にもな
らないのが現状のようです。
こちらの教育部慶は凡そ他のヨーロッパ諾国と同様
で， 6歳から 6年需の初等教育，その後の 6年間の中等
教育の上に大学があります。大学へは Humoniaと呼ば
れる古典を鍾強する(ラテン・ギリシャ語，ラテン数学)
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高校の卒業生が大半ですが，モダンと呼ばれる科学系の
高校からも最近は増えてるとのことです。一部の工学部
を除いて入学試験はなく，高校卒業時の富家検定試験を
パスすると，肴望する大学のどの学部へも入学出来ま
す。大学の授業料は国立・私立又学部を関わず， 1年間 
10，000ベルギ一フラン (BFr，約6万円)ですが，多く
の学生が年額 35，000-60，000B訟の奨学金を貰い，授
業料を免除されているそうで，その数は70-80弘〈医学
部は50%)にも達するようです。さてノレーベン大学の医
学部は例年400人前後の学生が進学課軽 (3年需)に入
学し，基礎教養と基礎医学を学びます。しかしこの間試
験で多くの学生が説落し，実際医学部へ進級する学生は
半数iこ減ヲますが，能大学からの進学者を含めると，通
常 350人前後になるようです。塁学部の 4年需で徹底的
に臨床を教育されます。実習は大学が運営する 4つの大
きな癖院 (2000ベッド，現在3500ベッドに増築中)で行
われますが，多くの学生が郊外の小さな病院でも実習を
行うとのことです。卒後は日本と同様で殆んどが臨沫家
を五し， 基礎へ行く入は少ないく今年は 372人中 1人)
と基礎系教授が嘆いていましたが，ヨーロッバのどの冨
もそうであるように，医諒過剰持代の到来は必至で，現
在の学生の考え方も柔軟になりつつあるとのことです。
筆者の所員する Rega研究所は以前所有者であったワ
クチンメーカーが寄贈した研究所で，現在，人間生物学
講座の微生物学教室が使用しています。所長(学長でも
ある) De Somer教授以下ウイルス学，細菌学，免疫学
等 7人の教授によって講戒されています。建物は活性研
の1.5稽ほどです。各教授の下には 4...5入の講師・勃
手がいますが助教授という名称の地位はあヲません。我
々の誹究室 (A.Billiau教授〉は長年インターフエロ
ン (IFN) の産生について主に研究し，数年前迄はヒト 
IFN-sの大量生産を世界記先がけて手懸け，精製・性
状などの訴究で成果を上げましたが，近年は現在最も注
目されているヒト IFN・r(免疫 IFN) の産生・性状分
析にカを注いでいます。最近始めた仕事としては IFN-r
の mRNAと plasminogenactivatorのクローニング
です。筆者の携わる前者の仕事詰世界の遺信子関連の会
社・大学の需で激しい競争下にあ予，決してリードして
いるとは言えませんが，後者については米国 Genentec
社と先陣争いの最中です。この plasminogenactivater 
については血栓及び血管系センターの Collen教授との
共毘研究で動物実験 (Nature291，590)及び臨床投与 
(Lancet，印刷中〉の需者で血栓の完全溶解に成功し，
現在世界の注目を集めています。この研究費は所長の 
De Somerが各方冨から研究費を靖力的に集めてくる
為に比較的豊富で，筆者が以前滞在した米国でも研究費
の豊富主テキサス大学に劣らない感じがします。
フランドル派の画家達の描く絵画の中の暗い冬の夕暮
の雲も，持にタ揚の彩やかえE色の氾還を起こしますし，
又夜空に照明で浮かび上がる教会の姿もヨーロッパなら
ではの光景で，異国清緒を満喫させてくれます。
一挽秋のノレーベンよ哲一
(昭和56年10月14日受付)
